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豊かな想像力を養う古典分野の授業法 
－ 歌物語を用いて － 
 
教科教育高度化分野（17220909）松 本 綾 佳 
 
本研究は，新学習指導要領に定められている，言葉によって感じたり想像したりする力，
感情や想像を言葉にする力の育成を目指し，古典分野教材の歌物語（主に『伊勢物語』）を
用いて授業実践を行った。本年度の実践と分析により，これらの資質・能力習得のために
は，「リライト」を取り入れた学習活動や，想像を促す発問を行うなどの授業法が有効であ
ることがわかった。 
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１ はじめに 
(1)問題の所在と研究の目的 
 高校の古典教育は，教材の読み取りが中心の授
業が多いことや，生徒の古典に対する学習意欲が
低いことが以前から問題になっている。このこと
は中央教育審議会(2016)でも指摘されており，急
ぎ解決をはからなければならない事柄である。 
本研究では，国語科の古典分野における古文に
おいて，「思考力・判断力・表現力等」の中でも，
「言葉によって感じたり想像したりする力，感情
や想像を言葉にする力」の資質・能力を育成する
ことを目指す。この目的を達成するために，本研
究では，歌物語を主教材として取り上げる。 
(2)中心教材に歌物語を設定した理由 
黒澤(2011)によると， 歌物語は， 
『伊勢物語』や『大和物語』のおもしろいとこ
ろは，粗造りのままでぽんと渡されていること
です。現代の作家，たとえば竹内氏がいまこれ
を書くのなら，もっと心情描写や背景事情を，
読者がリーズナブルな感じを持って辿ってこ
られるようにすることでしょうけれど，「はい，
あとはお好きに料理して」というところがある。 
と，具体的事実が描かれる「地の文」と，登場人
物の心情が描かれる「和歌」の双方の正確な読解
が求められる文芸作品である。また，筆致が素朴
簡潔であるがゆえに，読み手の想像力が試される
作品である。歌物語を用い，その特質を生かした
指導を行えば，中央教育審議会の示した「言葉に
よって感じたり想像したりする力，感情や想像を
言葉にする」資質・能力を育成することができる
と考える。 
主教材を『伊勢物語』とする理由は，恋愛譚が
中心であるため高校生の興味関心を引き付けやす
いから，また，『伊勢物語』は古来名文として有名
であり教科書にも採択されていることから，どの
学校でも実践可能な教材であるからである。 
以上のことから，本研究は，歌物語の中でも『伊
勢物語』を教材として用いることとする。 
(3)研究の方法 
『伊勢物語』を用いた授業実践報告に当たり，
先行する指導法の検討を行う。また，『伊勢物語』
の文学研究に当たり，想像力を養い，その想像を
言葉にする活動に相応しい素材を見つけ出す。そ
れらを踏まえて，古典に親しみを持ちながら，想
像力を養うことができる教材の開発と授業法を考
察する。これを教職専門実習Ⅱで実践し，本稿で
反省と課題を考察した。改善案は，２年次の中間
報告会にて報告・再検討し，専門実習Ⅲで実践し，
具体的な実践方法を提案していく。 
 
２ 先行研究の検討 
(1)『伊勢物語』の先行研究 
片桐(1968)は，『伊勢物語』の成立について，
既存の和歌を利用して歌物語化した章段が数多く
あるというのが特徴であると述べている。また，
鈴木(2013)は，和歌に足りない具体性や作歌事情
を表現する試みが，『伊勢物語』の詞章だったので
はないかと推測している。 
以上を踏まえ，和歌から想像を広げ歌物語化す
る言語活動を提案する。和歌をもとに想像を膨ら
ませることは「言葉によって感じたり想像したり
する力」の育成につながり，その想像を物語にす
ることは「感情や想像を言葉にする力」の育成に
つながると考える。また，昔の人が実際に行って
いた和歌の物語化を追体験することで，古典に親
しむ態度を養うことができると考える。 
竹西(1983)は，『伊勢物語』の「地の文」は，
作品の享受は作者と読者の共同作業であることを
感じさせ，読者の想像力を刺激すると述べている。
森野(1972)は，『伊勢物語』の文体について，読者
の想像力を介入させないと具体的に内容がつかみ
にくい反面，語学的におさえるべきところはおさ
えなければならないとしている。 
『伊勢物語』の「地の文」に表現される，和歌
にはない描写から登場人物の心情を想像すること
は，読者にとって自然な取り組みである。その想
像が「妄想」に至らないためには，文法的な指導
を丁寧に行って読解をしていかなければならない。
そのために，係り結び等の表現を的確に読み取る
指導が必要である。 
(2)『伊勢物語』の授業実践報告 
①黒澤(2011):「梓弓」を教材に，生徒に想像
を促す発問を行っている。黒澤は，表面的に読ん
でしまっては取りこぼしてしまう大事な部分を補
って読むことの重要性を主張している。 
②広瀬(1960):生徒の主体的な読解を促すため
に，生徒に自分の考えを持たせる「問いかけ」を
行っている。生徒に何を学びとらせるかという目
的を持って発問するためには，教師が教材を的確
に把握することが必要であることを述べている。 
③青木(2012):生徒の想像力と表現力の育成を
狙いに『伊勢物語』のドラマ化を行っている。 
④中地(2012)の実践:群読・群像表現を取り入
れ，非言語で『伊勢物語』を表現させることで生
徒の主体的な参画を狙っている。 
⑤江藤(1993):「筒井筒」と「梓弓」を物語化
するという活動を行っている。生徒を古典に親し
ませることはできたものの，原典と著しく趣が離
れた作品もあったことを挙げている。 
⑥道園(2015):生徒の自作の和歌から物語を作
り，『伊勢物語』の作者の疑似体験をし，その特質
を理解させる活動を行っている。 
⑦十文字(2016):『伊勢物語』作中の和歌を抜
き出して生徒に提示し，和歌から物語を復元させ
る試みを行っている。また，生徒が作った物語と，
原典との比較読みを通して，生徒は古典の価値に
ついて考察を深めることができている。この実践
について，渡邊(2016)は，和歌を根拠にして物語
を作るという主題から逸れないためのワークシー
トの工夫と，読み比べによる学習内容への深い気
づきを評価している。 
①②から，『伊勢物語』は発問の工夫によって
生徒に想像を促すことが可能であるということ，
そのような発問を行うためには，教師の目的意識
と教材研究が不可欠であるということが言える。 
③以下は，原文をもとに異なる表現活動をする
「リライト」という手法を取り入れている実践報
告である。③④どちらからも，「リライト」の活動
が，生徒の主体的な読解や，古典に親しむために
有効な手段であることがわかる。しかし，⑤のよ
うに，「リライト」は，古典を読み味わうという本
来の目的から外れてしまう可能性があるという弱
点もある。⑥の生徒の自作の和歌は，『伊勢物語』
の主題ともいえる「愛」から離れたものが多く，
『伊勢物語』特有の趣を生かし切れていないよう
に見える。⑦は，想像を伴う活動でありながら原
典から乖離することもなく，『伊勢物語』の特質を
生かした実践報告であると言える。 
(3)「リライト」について 
内藤(2014)は，生徒の想像を促す取り組みの一
つとして「リライト」を紹介している。内藤が例
示した「リライト」は以下のとおりである。 
①演劇化(音声，動作) 
②絵画化(イラスト，漫画，紙芝居) 
③韻文の散文化 
④登場人物の評伝作り(調べ学習) 
「リライト」の利点として，内藤は，逐語訳止ま
りでわかったつもりになることを避けられること
や，異なる表現にすることにより，見逃していた
事柄に気がつくことを促す効果があるとしている。
しかし，このような活動は，文章内の内容を十分
ふまえず「妄想」を膨らませてしまう危険性があ
るとも指摘している。 
先行実践を見ると，内藤が挙げる利点以外にも，
「リライト」は一定の効果があることがわかる。
また，「妄想」という弱点は，自由に想像を広げら
れるという強みにもなりうる。本研究では，「リラ
イト」を，古典に親しみを持ち，想像力を養うた
めの手法として使う。よって実践では，想像のも
とになる和歌中の表現を語学的に押さえつつ，自
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由な想像を促すようにしていく。 
(4)先行研究の検討を踏まえた授業法 
以上(1)～(3)を踏まえ，古典学習への興味・関心
を高め，想像力を豊かにする授業法を以下に示す。 
①作中の和歌のみを抜き出し，和歌から恋模様
を想像させ，物語を創作する。 
②『伊勢物語』原文を表現に注意して読み取り，
登場人物の心情を想像させる発問を仕組む。 
③創作した物語と原文を読み比べ，古典の価値
に気づかせる。 
 
３ 実践 
(1)単元名・対象・時期 
単元名:伊勢物語「梓弓」～和歌から想像を広げラ
ブストーリーをつくろう～ 
対象:山形県内の公立高等学校第１学年２クラス 
時期:平成 29年 11月 
(2)単元目標 
①和歌から想像を広げ，歌物語を創作しようと
している。 
②登場人物の心情を，地の文と和歌の内容を通
じて深く読み取ることができる。 
(3)単元計画 
①１時間目 
作中の贈答歌「梓弓真弓槻弓年を経てわがせし
がごとうるはしみせよ」「梓弓引けど引かねど昔よ
り心は君によりにしものを」の２首を取り上げ，
和歌の読解を行う。この和歌を詠みあった二人の
恋模様を想像する。生徒の想像を促すために，以
下のように想像のポイントを置いた。 
表１．和歌からの想像のポイント 
 
 
 
 
 
 
表２．物語の前後の想像のポイント 
 
 
 
 
 
②２時間目 
 自分の想像をもとに物語を創作する。その際，
和歌を詠んだタイミングのところに和歌を貼り，
訳を書くことで，和歌の解釈の確定と，書いた作
品が歌物語の体を成すようにした。 
③３時間目 
「梓弓」本文の読解を行う。黒澤の実践を参考
に，男のとった行動について，男子生徒には自分
だったらどうするか，女子生徒には自分だったら
どうしてほしいかを想像させる発問を行う。この
活動により，古典教材を身近なものとして感じさ
せるとともに，想像力を養うことを狙う。 
  
４ 生徒の様子と考察 
(1) 物語創作の様子から 
表３．物語の評価の観点 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 以上の観点から物語を評価すると，ほとんどの
生徒が条件を満たしていた。これは，物語の清書
に至る前に，１時間目の授業において，和歌の丁
寧な読解を行ったことと，「物語設定プリント」を
用い，あらかじめポイントごとに想像を確定させ
たことが有効であったと考える。  
(2)授業態度から 
表４．３時間目に行った発問の手順 
 
 
 
 
 
 
 
 
①については，授業を行った両クラスとも，A
を選ぶ生徒は３～５人程度で，大多数の生徒は B
を選んだ。②については，A を選ぶ生徒が大多数
で，B を選ぶ生徒が少数になるという結果になっ
た。多くの生徒が，「梓弓」の登場人物と同じ行動
や心情を選択したということになる。 
・２首の和歌は，男と女それぞれどちらが詠んだか。 
・「わがせしがごとうるはしみせよ」の意味。誰が誰を
「うるはしみ」すのか。 
・「引けど引かねど」の訳を，「あなたが私の心を引こ
うと」「他の人が私の心を引こうと」どちらが自分の想
像に適しているか。 
①男子生徒に対し，自分が「梓弓」の男だったらどの
ように行動するかを考えさせる。 
A.扉を突き破って女に会う 
B.物語の男と同じく身を引く 
②女子生徒に対し，自分が「梓弓」の女だったら男に
どうしてほしいかを考えさせる。 
A.扉を突き破って会ってほしい 
B.物語の男と同じく身を引いてほしい 
①恋愛の話が描かれているか。 
②二人の関係性と経緯が描かれているか。 
③「わがせしがごとうるはしみせよ」の訳とストーリ
ーの整合性がとれているか。 
④「引けど引かねど」の訳とストーリーとの整合性が
とれているか。 
⑤「昔より」という言葉にあるように，昔から好意を
持っていたことが描かれているか。 
⑥結末まで描き切っているか。 
・やりとりの前，二人はどういう関係で，どういう経
緯でこのやりとりに至ったのか。 
・やりとりの後，この物語はハッピーエンドになるか，
バッドエンドになるか。 
この活動について触れている感想を取り上げ
ると，「言ってることと，してほしいことが真逆な
ところは今の女子と同じだったりしておもしろい」
というものや，「今の私に身近な話題でもあったの
で考えるのがおもしろかった」というものがあっ
た。発問によって，古典作品に描かれていること
を身近なものとして捉え，想像力を養うことにつ
ながったと見られる。 
 (3)感想シートの記入から 
 授業後の生徒の感想を要約して以下に挙げる。 
①物語創作を通して 
・同じ和歌をつかって物語をつくっているのに
全く違うストーリーになっているのがおもしろい。 
・平安時代の人も同じように物語を作っていた
と考えると親近感がわいた。 
②「梓弓」読解を通して 
・今も昔も同じような事を考えていることがわ
かった。 
・「梓弓」の方が奥深く，考えさせられるスト
ーリーでおもしろかった。 
・想像を膨らませて文を読む大切さを知った。 
①のように，『伊勢物語』や学習活動に対して
否定的な意見は見られず，今回取り扱った教材と
「リライト」という手法は，生徒を古典に親しま
せる上で有効だったことが分かる。 
②からは，想像を促す発問や，自分が創作した
物語と原典との比較読みが有効であったことが分
かる。また『伊勢物語』という作品の特質やその
価値が掴めている感想や，想像を伴って読むこと
に対しての感想もあり，目標としていた資質・能
力の育成につながったのではないかと考える。 
 
５ 到達点と今後の課題 
『伊勢物語』を用い，和歌から物語を創作する
「リライト」や発問の工夫をして指導を行うこと
で，「言葉によって感じたり想像したりする力，感
情や想像を言葉にする」資質・能力の育成と，古
典に親しむ態度を養えることがあきらかになった。 
今後は，「梓弓」以外の『伊勢物語』の章段で
どのような仕掛けを行うのか考察していく。特に，
今回は男女の贈答歌で行ったが，和歌が１首のみ
の章段の場合はどのような実践が可能か考察した
い。また，自由な想像のために，原文を語学的に
押さえるには，どのような手法があるか，考察と
検討が必要である。 
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